
 

 

 

 

 

 

 

１  研究主題について  

支援を必要とする児童生徒が増加する中、

学校こそが全ての生徒が心地よさを感じなが

ら安心して学び、自己肯定感を育み、自らの

人生を切り拓く力を培っていく場所であるべ

き筆頭であることを、教員一人ひとりが再認

識することが求められています。  

生徒が多くの時間を過ごす授業、生徒同士

の文化を創出する生徒会活動、生徒の発達を

支持する生徒指導、一人ひとりを支える生徒

支援の４つの視点を柱に、生徒の多様性を受

け入れ、生かす教育活動の在り方を研究する

ことで、全ての生徒が地域の学校で学び、自

己肯定感を高め、自己実現を果たしていける

と考えます。また、学校に求められる「もの」

「こと」「ひと」等を教育委員会とともに多角

的に追求し、真に求められる教育施策を導き

出し、誰一人取り残さない教育の実現を図る

提言とするため、この主題を設定しました。 

２  研究内容  

４つの視点を柱とした学校運営の推進 

〇校内研究：分かった、できた、知りたい、

参加している、を実感する授業づくり 

〇生徒会活動：一人ひとりが主体的に行動す

る生徒会活動、小中一貫教育の推進、自己

肯定感の向上、生徒会スローガン「My 

home」の実践 

学級活動：全ての生徒が所属感を実感でき

る学級経営  

〇生徒指導：多様な生徒の理解と発達支持的

生徒指導の推進  

〇生徒支援：不登校等など学校生活に困難を

抱える生徒の支援  

 

 

 

 

 

 

 

３  研究方法  

令和７年度は、令和６年度の取組をより深

化させることをめざし、教員一人ひとりが支

援教育に関する知識・技能を習得し、学びを

実践するための手立てを考え実践し、教育活

動の中で生きて働くものとしていく支援教育

（学校経営）を推進しました。今年度は、 

・支援教育ネットワーク協議会安藤正紀氏の

助言のもと、「ASAHI サポ（ピアサポート）」

体制の構築  ＊図１  

・生徒が個々の教育ニーズに応じた課題を設

定し、知識・技能を習得する授業づくり 

の 2 点を推進の重点としました。  

 

［図１］「ASAHI サポ」のイメージ図  

４  本研究における実践  

「ASAHI サポ」とは、①自己理解を深めた

上で、②他者理解：相手のことを理解しよう

とすることで、③ピアサポート：仲間の支え

方を理解し実践することができ、④問題解決：

互いの生きづらさを相互支援で解決し、仲間

も自分も成長することができる、という「と

もに認め合い、ともに支え合う」考え方です。  

●研究推進事業：相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践について～ 

支援教育の推進に関する研究  旭中学校 

全ての生徒が自分の居場所で学び、自他を思いやりながら、 

自分らしく自己実現を図る学校づくり 
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「ASAHI サポ」  校内での取組  

①安藤先生を講師に迎え、研修を実施  

「ASAHI サポ」の実践を深めるため、発達

障害の理解を深める研修により、人により認

知処理の特性が異なることを理解した上での

授業づくりや、生徒一人ひとりが適切に支援

要請を出すことの大切さについて共通理解を

図りました。  

 
②安藤先生を講師に迎え、多様性の理解を深

める全校道徳や縦割り道徳を実施  

10 月には全校道徳で「多様性の理解」をテ

ーマに、発達障害を抱える大学生のエピソー

ドからピアサポートを知り、「私のトリセツ」

をもとに、友だちとの関わりを考えました。 

11月中旬に実施した縦割り道徳では「上手

な人との関わり方」をテーマに、演劇部によ

る動画を視聴し、異学年で交流しながら「苦

手な人との関わり」について考え、どうすれ

ばよいか理解を深めました。  

  
写真２：なぜピアサポート？   写真３：グループの協議内容  

また、１１月下旬には「多様性への理解とピア

サポート」をテーマに、NHKの「バリバラ」という番

組をもとに、ピアサポートや共生社会、インクルー

シブ教育について、それぞれが考え、自分には何

ができるか、協議を通して考えを深めました。 

③生徒会活動の取組～全校評議会の様子～  

新生徒会本部による全校評議会では、新た

なスローガン「My home 〜ALL IN with 

HEART〜」をもとに、「誰もが生きやすい環

境に」をテーマにリーダーたちが協議し、み

んなでよりよい旭中をつくるために何ができ

るかを考えました。これから学級・学年・学

校でどのような広がりをみせるか楽しみです。 

  

写真４：全校評議会の様子    写真５：Canva で意見交流

 

写真６：ピンクのリボン運動  

④自己調整しながら学ぶ～数学の授業～  

 単元全体の目標・内容・流れを知り、見通

しをもった上で、今日の目標を学習カードに

入力し、学習に取り組みます。教員がそれぞ

れの進捗状況をモニターに提示し、全体の学

びを可視化し、生徒たちが学習を進めます。 

  

写真７：数学の自由進度学習の様子  写真８：流れについて  

５  ２年間の研究から見える展望  

 本研究では、４つの視点を柱とした学校運

営により、「ASAHI サポ」の取組を充実させ

てきました。そこで、改めて、学校こそが、

全ての生徒が自分の居場所で学び、自他を思

いやりながら、自分らしく自己実現を図るこ

とができる場であることを感じているところ

です。今後は、２年間で育んだ土台を生かし

ながら、「ASAHI サポ」を発展させていけれ

ばと考えます。  

６  支援教育の視点  

「相手を認め、認めていることを行動に移

す、具体的には…」と生徒が自分の言葉で語

っていた姿が印象的でした。一人ひとりが自

分の個性と仲間の個性を理解し、相互に理解

を深め、相互に自己調整することが、多様性

の包摂につながります。取組を通して、これ

からの社会を生きる生徒たちに求められる力

が醸成されていることを改めて感じました。 

        
               
   
            
               
             

               

                

         

                      

                  

        
           
       
            
             
  
             

 

写真１：研修会の様子  

旭中学校区の小学校と

連携し、いじめを許さない
という雰 囲気を作 る活

動。いじめ防止に向けて

自分が取り組むことを書
き自分事として考える機

会となっています。 
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